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学
的
解
釈
を
加
え
た

の

は

ア

レ

ク
サ
ン

ド
リ

ア

の

文
献
学
的
方
法
を

聖

書

に

適
用
し
よ

う
と

す
る

彼
の

同
僚
の

恣
意
的
な
校
訂
作
業
に

余
地
を

与
え

な
い

た

め

で

あ
り、

字
義
的
解
釈
が

意
味
を
な
さ

な

い

場
合
に

は

敢
え
て

哲
学

的
ア

レ

ゴ

リ

ー

を
適

用
し
て

聖

書
本
文
を
守
ろ

う
と

し
た
の

で

あ

る
。

ク

レ

メ

ン

ス

が

哲
学
の

た

め

に

弁
明
的
記
述

を

行
っ

た

背
後
に

は
、

箴．
言

五

章
三

節
に

基
づ

い

て

ヘ

レ

ニ

ズ

ム

文
化
や

哲
学
を
批

判
す
る

キ

リ

ス

ト
教
徒
た

ち
の

存
在
が

あ
っ

た
。

こ

れ
に

対
し

て

フ

ィ

ロ

ン

の

解
釈
を

継
承
し

た

ク

レ

メ

ン

ス

は
、

聖

書
解
釈
を
通
じ

て

信
仰
に

役
立
つ

限

り
に

お

い

て

世
俗
の

学
問
に
一

定
の

役
割
を

与
え
よ

う
と
し
た

。

　

オ

リ

ゲ

ネ
ス

は

創
世
記
の

「

サ

ラ

ー

ハ

ガ

ル

伝

承
」

を
予

備
教

育
と
の

関
連
で

は

な

く
、

聖

書
解
釈
法
の

文
脈
で

扱
っ

て

い

る
。

彼
は

『

諸
原
理

に

つ

い

て
』

第
四

巻
二

章
四

で

三

層
的
聖
書
解
釈
の

方

法
に

つ

い

て

述
べ

た

後
、

具
体
的
な
聖

書
箇

所
を

挙
げ
て

三

種
類
の

聖
書

解
釈

法
の

説
明
を

し

て

い

る
。

こ

こ

で

彼
は

「

ホ

メ

ロ

ス

を

ホ
メ

ロ

ス

に

よ

っ

て

解

釈
す

る
」

方

法
を
パ

ウ
ロ

の

範
例
（
ガ
ラ

テ

ア

四

章
二
一

以
下）

に

倣
っ

て

聖

書

解
釈
に

適
用
し
、

「

聖

書
を

聖

書
に

よ

っ

て

解
釈

す
る
」

聖

書
の

内
在

的

解
釈

法
を

確
立

す
る

と

共
に

、

さ
ら
に

旧

約
聖
書
の

六
欄
組
対

観
「

ヘ

ク
サ
プ
ラ
」

の

編

纂
に

際
し
て

も
ア

レ

ク

サ

ン

ド
リ

ア

の

文

献
学
的
方
法

を

積
極
的
に

採
用
し
て

い

る
。

た
だ
し

「

ヘ

ク

サ
プ
ラ

」

の

編
纂
に

際
し

て

彼
が

他
の

ギ

リ
シ

ア

語

訳
に

対
し
て

当
時
の

「

七
十
人

訳
（

ピ

×
×
）

」

を
キ
リ
ス

ト
教
の

立

場
か
ら
正
当
化

す
る

意
図
が
あ
っ

た
こ

と
は

否
定
で

き
ず、

そ
の

点
で

は

フ

ィ

ロ

ン

と
あ
る

種
の

共
通
性
が
認
め

ら

れ
る
。

　

さ
ら
に

オ
リ
ゲ
ネ
ス

は

「

雅
歌
注

解
』

の

序
文．
に
お

い

て
、

ギ
リ
シ

ア

の

三

つ

の

諸
学
（

倫
理
学、

自
然
学、

観
照
学
）

を
ソ

ロ

モ

ン

に
帰
さ
れ

る

「

箴
言
」

、

「

伝
道
の

書
」

、

「

雅
歌
」

に

対
応
さ
せ

る

と

共
に
、

ソ

ロ

モ

ン

の

優
越
性
を

借
用
論
に

よ
っ

て

示
し
、

キ

リ
ス

ト
教
教
育
に

お
い

て

は

ソ

ロ

モ

ン

の

三

つ

の

書
こ

そ
が

「

真
の

哲
学
」

で

あ
る

と
み

な

す
。

従
っ

て

オ
リ
ゲ

ネ
ス

は

予
備
教

育
と

哲
学

、

神
学
の

関
係
の

位
置
づ

け
を
巡

る

ア

レ

ク

サ

ン

ド

リ

ア

神
学
の

議
論
（

「

神
学
の

侍
女
と

し
て

の

哲
学
」

）

を

何
ら
か

意
識
し

つ

つ

も
、

教
会
共
同
体
の

中
で

予
備
教
育
や

哲
学
に

＝
疋

の

役
割
を

認
め

る

よ

う
な

議
論
を

敢
え
て

回
避

す
る

こ

と
で

、

聖
書
を
聖

書
の

み

に

よ
っ

て

解
釈
す
る

「

テ

ク

ス

ト

共
同
体
」

の

設
立
を

構
想
し

て

い

た
と

考
え
ら
れ

る
。

以
上
の

よ

う
に

フ

ィ

ロ

ン
、

ク

レ

メ

ン

ス
、

オ

リ

ゲ

ネ
ス

は

各
々

が

置
か

れ
た

共

同
体
の

具
体
的
な

状
況
に

応
じ
て

聖

書
解

釈
を
行
っ

て

お

り、
「

テ

ク

ス

ト
共

同
体
」

の

概
念
は

ア

レ

ク

サ
ン

ド
リ

ア

の

聖

書
解
釈
の

系
譜
を

辿
る

た
め

に

は

有
効
な

概
念
で

あ
る

と

考
え
ら

れ
る

。ミ

ト

ラ

教
研
究

　
　

　
　一

六

世
紀
の

ゾ

ロ

ア

ス

タ

ー

教
ペ

ル

シ

ア

語
写
本
か
ら

ー

青

　
木

健

　

筆
者
は

先
に、

一

六
世

紀
の

ゾ

ロ

ア

ス

タ
ー

教
に

お

け
る

ミ

ト
ラ

神
の

復

権
を
指
摘
し、

そ
の

原
因
は

ホ

ラ

ー

サ
ー

ン

の

ゾ

ロ

ア

ス

タ
ー

教

平
信

徒
が、

イ

ン

ド
西
海
岸
バ

ル

ー

チ

の

ゾ

ロ

ア

ス

タ
ー

教

神
官
に

宛
て

て

送

っ

た

書
簡
に
あ
る
も
の

と

推
測
し
た

。

古
代
の

神
格
に

対
す
る

信
仰
が

、

近
世
に

甦
っ

た

と
の

理
解
で

あ
る

。

だ

が、

そ
の

理
由
を
解
明

す
る

ま
で

に
は

至
ら

な
か

っ

た
。

　
そ
の

後
に

検
討
を
進
め

た

結
果、

エ
ハ

世
紀
に
な
る
と

イ
ン

ド
の

ゾ
ロ
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ア

ス

タ

ー

教
徒
か
ら
イ

ラ

ン

の

ゾ

ロ

ア

ス

タ

ー

教
徒
に

宛
て

ら
れ

た

書
簡

の

中
で

、

「

誓
約

（

ω

o
口

ゆq

窪
e
」

や

「

契
約
（
O
Φ

団

ヨ

雪
判

ご

に

関

す
る

質
問
が

急
増
す
る

こ

と

が
判
明
し

た
。

こ

れ
に

よ

り
、

こ

の

時
期
に

ゾ

ロ

ア

ス

タ

ー

教
ペ

ル

シ

ア

語
教
示
書
の

中
に

ミ

ト
ラ

神
へ

の

言
及
が

増
加
す

る

理
由
は
、

単
純
な
古
代
の

神
格
の

復
活
で

は

な

く
、

誓
約
や

契
約
の

必

要
に

応
じ
て
、

そ
れ
ら
を
司
る

神
と
し

て

言
及
さ
れ

て

い

る

可

能
性
が

出

て

き
た
。

誓
約
や

契
約
の

手
続
き
に

関
す
る

書
簡
か

ら
は
、

そ

れ
ら

に
関

す
る

質
問
が
増
加
す
る
イ
ン

ド

西
海
岸
の

社
会
的
背
景
ま
で

は

窺
い

知
れ

な

い
。

し
か
し

、

＝
ハ

世

紀
の

イ
ン

ド
・

ゾ

ロ

ア

ス

タ

ー

教
徒
は

急
激
に

そ
れ
ら
の

指
針
を
必
要
と

す
る

状
況
に

至
っ

た

よ

う
で

あ
る

。

　

而
し
て
、

ゾ
ロ

ア

ス

タ
ー

教
ペ

ル

シ

ア

語

書
簡
集
の

中
に

は
、

『

誓
約

の

書
（
Q。

2
ぴq
餌

民
三
鋤

ヨ
Φ
）

』

と

題
し
た

文
献
が
あ
る

。

本
書
に

つ

い

て

は
、

管
見
の

及
ぶ

限

り
、

現
在
ま
で

に

ほ

と

ん
ど

研
究
が
な
さ
れ
て

い

な

い
。

だ
が

、

筆
者
は

こ

の

文
献
に
つ

い

て、

ゾ
ロ

ア

ス

タ

ー

教
内
部
で

誓

約
の

必
要．
性
が

高
ま
っ

た

最
初
期
の

状
況
を

示
し
て

い

る

の

で

は
な
い

か

と

考
え
て

い

る
。

本

発
表
で

は
、

こ

の

文．
献
を

ゾ
ロ

ア

ス

タ
ー

教
の

誓

約
・

契

約
文
献
の

巾
に

位

置
付
け

、

ゾ

ロ

ア

ス

タ
ー

教
の

誓

約
・

契
約
観

念
の

推
移
を

再
構
成
す
る

為
に

本
書
の

校
訂
と
翻
訳
を
試
み、

研
究
の

基

盤
を

提
供
し
た

い
。

　

二

〇

〇

九

〜
二

〇
一

〇

年
に

筆
者
が

テ

ヘ

ラ

ン

及
び
ハ

イ

デ

ラ

バ

ー

ド
・

デ

カ

ン

の

写

本
図

書
館
で

ゾ

ロ

ア

ス

タ

i
教
ペ

ル

シ

ア

語

文
献

を

調
査

し
た

結
果

、

イ
ラ

ン
・

イ
ス

ラ
ー

ム

共

和
国

議
会

図
書
館

所
蔵

ζ
餌」
δ
ω

Oo

＄
O
刈

Oo
匹
Φ

×

の

中
に

、

『
誓
約
の

書』

と

題

し
た

リ
サ
ー

ラ

が

あ
っ

た
。

筆
者
は

校
訂
中
に

掲
げ
る

理

由
に

よ
っ

て
、

モ

ー

デ

ィ

ー

と

ウ

ー

ン

ワ

ー

ラ

ー

の

底
本
よ

り
も

、

ζ
邑
o
ω

o。

＄
O
刈

Oo
仙
 

騒

所
収
の

リ

サ
ー

ラ

の

方
が
オ

リ

ジ
ナ

ル

に

近
い

と

考
え
て

い

る
。

本
写
本
を
底
本
と

し

た

校
訂
の

結
果、

一

六

世
紀
の

イ

ン

ド
・

ゾ

ロ

ア

ス

タ

ー

教
徒
は
、

物

品
と
金
・

銀
な
ど
の

貨
幣
（
鉄
と

衣
服
が

貨
幣
に

該
当
す
る

の

か
ど

う
か

に

つ

い

て

は
、

中
世
イ

ラ

ン

史
及
び

中
世
グ

ジ

ャ

ラ

ー

ト
史
の

専
門
家
の

ご

教
示
を

仰
ぎ
た

い
）

の

交
換
に

関
す
る

ト

ラ

ブ

ル

の

解
決
を

目
指
し
て

「

誓

約
」

を
行
っ

て

い

た
こ

と

が
判

明
し

た
。

ま
た、

当
初
は
ゾ
ロ

ア

ス

タ

ー

教
的
な

神
格
一

〇

柱
を

保
証
者
と
し

て

「

誓
約
」

を

行
っ

て

い

た

が
、

取

引
の

範
囲
が

拡

大
す
る

に

つ

れ
て
、

異

教
徒
（
イ
ス

ラ

ー

ム

教

徒
）

と
も

共
通
す
る

ミ

ト

ラ

神
（

メ

フ

ル

神）

に
か

け
て

誓
う

「

契
約
」

が

主

流
に

な
っ

て
い

く
様
子
も
垣

間
見
る

こ

と

が
出
来
た

。

　

即
ち、

本
発
表
は
、

一

六
世
紀
の

ゾ

ロ

ア

ス

タ

ー

教
ペ

ル

シ

ア

語
文

献

で

ミ

ト

ラ

神
へ

の

言
及
頻
度
が
上

昇
す
る
過
程
を、

単

純
に

古
代
の

信
仰

が
復
活
し

た

の

で

は

な
く

、

イ
ン

ド
・

ゾ

ロ

ア

ス

タ

ー

教
徒
が
「

誓
約
」

、

「

契
約
」

を
必

要
と

す
る
社

会
的
状

況
に

至
っ

た
の

が

原
因
で

は

な

い

か

と

い

う
推
測
か
ら
出
発
し
た

。

そ
の

為
に、

新
出
の

ゾ

ロ

ア

ス

タ

ー

教
ペ

ル

シ

ア

語
写
本
に

依
拠
し

て

『

誓
約
の

書
』

を
校
訂
し

、

一

六
世
紀
の

イ

ン

ド
・

ゾ

ロ

ア

ス

タ

ー

教
徒
の

「

誓
約
」

の

詳
細
を
明
ら
か
に

し
た

。

そ

こ

で

は
、

一

〇

柱
の

ゾ

ロ

ア

ス

タ

ー

教
的
神
格
が
保
証

神
格
と

し
て

用
い

ら
れ
て

い

た
。

而
し
て、

当
時
の

ペ

ル

シ

ア
・

イ
ス

ラ

ー

ム

文
化
に

お
い

て

は
、

こ

の
一

〇
柱
の

神
格
の

う
ち

、

僅
か
に

ミ

ト
ラ

神
（
メ

フ

ル

神
）

が

神
格
と

し
て

容
認
さ
れ
て

い

た
。

お
そ
ら
く

、

イ
ン

ド
・

ゾ
ロ

ア

ス

タ

ー

教
徒
内
に
限
定
さ
れ
て

い

た
「

誓
約
」

が、

異
教
徒
（
具
体

的
に

は
イ

ス

ラ

ー

ム

教
徒）

も
対
象
と

す
る

段
階
ま
で

発
展
す
る

に

及
び

、

こ

の

中

で

も
メ

フ

ル

を
挙
げ
て

相
互
の

「

契
約
」

の

保
証

神
格
と
し

て

用
い

る

慣

行
が
整
え
ら
れ
た
も
の

と

思
わ
れ
る

。
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